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谷汲山大橋（平成６年度設計） 
 

 
 

 

Memo: 本橋梁の特徴は、河道部と遊水地部とを橋種を分けて考えた橋である。河道部は鋼連続桁を架設し、遊水

池部をプレテン床版橋で架橋した。このことにより、経済的であり、桁高を抑えることができ取付道の縦

断も容易となる。谷汲寺を参拝する人々に多く利用される橋である。 

 橋梁諸元 
企 業 者      岐阜県 揖斐土地改良事業所 施 工 場 所  岐阜県揖斐郡谷汲村長瀬 
橋 種      Ｂ活荷重 床 版  鉄筋コンクリート床版 ｔ＝21ｃｍ 
橋 長 (m)  １０５．００＋２４０．００ 塗 装  耐候性鋼材裸使用 
支間割 (m)  ２２．００×５＋３＠４０．００×２ 架 設 工 法  ベント併用クレーン工法 
幅 員 (m) ６．５０＋２．００（歩道） 上 部 構 造  ３径間連続非合成鈑桁・単純ＰＣホロー桁 
桁  高 (m) １．７０ 下 部 構 造  逆Ｔ式橋台、張出式橋脚 
鋼  重 (t) ４１０ 基 礎 構 造 直接基礎（砂礫） 
鋼   種 ＳＭＡ４９０Ｗ 備 考  根尾川に架設 

 


